
国際ロータリー会長エレクトであるホルガー・クナー

ク氏（ドイツ、ヘルツォークトゥム・ラウエンブルク・メル

ン・ロータリークラブ所属）が、1月20日、サンディエゴ

（米国カリフォルニア州）で開催中の国際協議会で講

演し、人生や地域社会を豊かにするためにロータリー

が与える機会をとらえるよう呼びかけました。

クナーク会長エレクトは、次期地区ガバナーに向け

て2020-21年度会長テーマ「ロータリーは機会の扉

を開く」を発表。ロータリーとは、クラブに入会するとい

うだけでなく、「無限の機会への招待」であるとクナー

ク氏は述べました。また、奉仕プロジェクトを通じて会

員自身や受益者の人生をより豊かにするための道を

開くのがロータリーであると力説しました。

「奉仕の行いは、その大小にかかわらず、助けを必

要とする人たちのために機会を生みだすものであると、

私たちは信じている」とクナーク氏。また、ロータリー

はリーダーシップの機会、奉仕のアイデアを実行に移

すために世界を旅する機会、そして生涯続く友情の

絆を築く機会を与えてくれる、クナーク氏は述べます。

「私たちのあらゆる活動が、どこかで、誰かのために機

会の扉を開いています」

クナーク氏はさらに、ロータリーの発展のために変

革を受け入れるよう会員に強く促しました。会員数を

増やすために数字にこだわるのではなく、持続可能か

つ有機的なかたちで成長できる方法を考えるよう求

め、現会員を維持し、クラブにふさわしい新会員を募

ることにクラブが注力すべきであると述べました。

「新会員を、会員数を増やす人員であるかのように

考え、やがて忘れてしまうというのは止める必要があり

ます」と述べたクナーク氏。「どの新会員も、私たちを

少しだけ変えてくれます。新しい視野と経験をもたらし

てくれます。このような絶え間ない変化を受け入れる

必要があります。新会員から学ぶことで、私たちはよ

り強くなります」

ロータリーの行動計画はクラブの進化を導く羅針盤

であると指摘したクナーク氏は、全クラブが少なくとも

年1回、戦略計画会議を開くことを勧めました。この会

議で、5年後にどのようなクラブになりたいかを自問し、

クラブが会員により多くの価値をもたらす方法を考え

るべきであると話します。

また、リーダー職にもっと多くの女性が就くこと、クラ

ブの結成と運営にローターアクターが不可欠な役割
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【 本日のプログラム 】 2月6日 卓話 「社会奉仕について」 地区社会奉仕委員会 石井 卓 様

【 次回予告 】 2月9日 移動例会 「インターシティミーティング」 レンブラントホテル厚木
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を果たすこと、ロータリー会員であることの意味を考え

直すこと、若い人たちに新クラブの設計者になっても

らうことを提唱しました。

「新しいアプローチに心を開かなくてはなりません。

若い人たちのためにユニークな新クラブをつくることは、

解決策の一部にすぎません」と。「自分たちに一番合

うロータリーの体験はどのようなものかを、ローターア

クターたち自らに決めてもらおうではありませんか。新

クラブの設計者は、若い人たちであるべきです」

ロータリー会員が変化を受け入れることの必要性

を強調した上で、「時間は私たちのためにスローダウ

ンしてくれない」とクナーク氏は訴えます。「私たちは

急速な変化に負けません。この機会をとらえてロータ

リーを成長させ、より強く、適応力を高め、中核的価

値観により沿ったロータリーとなるのです」と述べられ

ました。

大和市立鶴間中学

校 校長 西舘真

弓様

青少年育成基金の

報告とお礼

①2月9日第6グループのIMのプログラムを事前に確

認するよう依頼があったので回覧します。

②2月26日（水）は東京ロータリークラブメイクアップ

例会です。11時30分現地集合です。皆様の参加

をお待ちしております。

【お祝いの方々】

親睦活動委員会 小野 泰弘 委員長

会員誕生日 石川 健次 君 2月2日

創業記念日 髙橋 政勝 君 2月1日

「ダイバーシティ経営と外国人雇用」

株式会社栄和産業

代表取締役 伊藤 正貴 様
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委 員 会 報 告

卓 話

幹事報告 富澤 克司 幹事

伊藤 正貴 様（綾瀬RC）

本日の卓話、全力で務めさせて頂きますので、よ

ろしくお願い致します。

相原 聰 様（大和RC）

先日の合同例会では、大変ご協力頂きましてあり

がとうございました。

辻 彰彦 会長、富澤 克司 幹事、

橋本 日吉 副会長

1月最後の例会となりました。今日は暖かくて桜の

花が咲きそうですね。本日は卓話、綾瀬RC 株式会

社栄和産業伊藤様よろしくお願いします。また、大和

市立鶴間中学校校長西舘様、ようこそお越しくださ

いました。

石川 健次 君

お誕生日のお祝いありがとうございます。この1～2

週間は、妻と娘に気を使っていたのですが、果たして

誕生日の当日は何かサプライズでも。

髙橋 政勝 君

創業記念日のお祝いありがとうございます。

野口 宏 君

伊藤さん、青年会議所時代から様々な場面で助

けて頂きありがとうございました。本日の卓話楽しみ

にしております。

北砂 明彦 君

伊藤様におかれましては、多方面にて活躍されて

おり、講演等も多数行っているようです。本日の卓

話、非常に楽しみにしておりました。どうぞよろしくお願

い致します。

スマイルボックス 北砂 明彦 委員長 本日 ￥8,000 累計 ￥４２４，３００


